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声の図書赤十字奉仕団研修 
                           

２００９年２月２１日（土）１３：３０～１５：３０  ガイドヘルプ＆災害時高齢者生活支援 

 

青空の美しい穏やかな午後、２２名の参加者と共に実りの多い時を持つことが出来ました。 

ガイドヘルプは今年度も学校講習の要請が多数あり数名で指導に伺っています。多くの団員に協力しても

らいたいと今回、羽島さん田辺さんに指導して頂きました。学校では子供たちに一緒に楽しんでもらえるよ

う、また障害を持っている人も、みんなと同じだと感じ取ってもらえるよう取り組んでいるそうです。 

アイマスクをつけて７階から６階の廊下を一回りしましたが、いつ体験しても緊張し介助者にしがみつい

てしまいます。お互いの信頼が大切だと思いました。 

後半は日下課長、古好さん、大川さん達支部の方に準備して頂き、避難所の生活を想定して指導して頂き

ました。避難所での狭いスペースでは膝や腰も痛くなりその時の無理のない起きあがり方や立ち方・清拭用

に 100 ㏄の熱湯で作るホットタオル・段ボールとポリ袋を利用した足湯・毛布と 1 本のひもで出来る暖かい

ガウン等どれも役に立つ事ばかりです。背中や肩をそっとゆっくりなでるリラクゼーションは温かい手の温

もりが伝わり心身共に癒されます。最後はレクリエーション、ストレスを緩和する大切な１つです。ドレミ

の歌体操は身体に芯が通りしゃっきりしました。 

羽島さん、田辺さん、大川さんの話術に引き込まれ笑ったり感心したり納得したり楽しく判りやすく教え

て頂きました。ありがとうございました。                     門田 真弓美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大丈夫、任せて 

真っ直ぐ進みます。 

腕をこうすると身体に無理が有り 

ませんよ・・・・・・大川さんに 

丁寧に教えて頂きました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「ＮＨＫ海外たすけあい」兵庫県支部募集今年度実績14,028,091円で今年度は2位でした。募金活動へのご協 

力感謝です。 

 ★『子どもたちへのメッセージ展』2008は3月16～26日市役所で行われました。 

 ★上記支部・青少年プログラム活動へのご協力有難うございました。 

 ★2008年度2年目を勤めました役員監査の直田花子さん、副委員長本村和代さん、委員長片山恵の3人は役目を

終了しました。皆様のご協力、お力添えに感謝しますとともに新年度新しい3人の方に引き継ぎ、お役目を担

っていただきます。よろしくお願いいたします。   

                                              片山 恵 

 

平成２１年度年次総会ご案内 

日時 ２００９年 ４月１９日（日）１０：００～１１：３０ 

会場 日本赤十字社兵庫県支部７階大会議室 

＊ 事務会終了後１１：４５～１４：００ 懇親会を持ちたいと思います。 

 今回はグループの枠を超えた親睦になるよう取り組みたいと考えています。 

 ぜひご参加ください 

２０年度の活動を振り返り、新しい年度の活動の展望を皆様と考える、大切な総会です。 

ご出席よろしくお願いいたします。懇親会では軽食の用意があります。 

 

 

        日赤支部・青少年プログラム等活動記録 

 

 12/07 運営委員会 

 12/13 ＮＨＫ海外たすけあい  ＪＲ明石駅 

 12/20 ＮＨＫ海外たすけあい  ＪＲ神戸駅 

 12/24 「子供たちへのメッセージ集２００８」を神戸市と神戸市立盲学校に贈呈 

 1/26  役員会 

 2/01  運営委員会 

 2/07  特別奉仕団委員会議 

 2/11  ひょうご安全の日推進事業「災害対応力を身につけよう」（於）神戸市中央小学校 

 2/12  学校講習：ガイドヘルプ   伊保小学校3年生 

 2/21  声の図書奉仕団研修会 

 3/30  役員会 

 4/05  運営委員会 （新旧運営委員会） 

 4/19  平成21年度総会 



 

 

デイジ－に寄せられた感想 

＊ 長い間テープ図書を利用させていただきありがとうございました。いよいよデイジ－発行で早速聴かせ

てもらい、嬉しく、とても便利になりました。そして奉仕者の皆様方の手数は軽くなられたでしょうか？・・・・ 
                                     森 幸子さんより 

＊ 声の図書各種雑誌デイジ－を聴きながら、デイジ－の便利と録音ときれいな声にうっとり致しました。

テ－プからのダビングを各トラックごとにアクセス出来自由に飛ばしたり、戻したりで便利です。 テープ

からダビングしたものにいく分音のムラがあるので検討してほしい。テープ図書の目録もＣＤにしてほしい。 

                                     平本 信義さんより 

＊ デイジ－図書を作っていただき感謝です。            須磨区 近藤 さんより 

＊ デイジ－はなかなかいいです。郵便配達も減るし一石二鳥ですね。     南部 照明さんより 

＊ デイジ－声のアルバムは、全て聴かせていただきました。タイトル移動の仕方は良く分かりました。し

かし、それぞれの音楽が大きすぎます。テ－プで聞く時は丁度いいのですが、デイジ－の場合のＢＧＭは不

要だと思います。                             松本 民雄さんより                         

＊ やっぱりデイジ－はいいですね。8タイトルのものが聴けることは嬉しい事です。これからも「日赤声の

アルバム」を楽しみにしています。                 岐阜市の金沢 正治さんより 

＊ 声のアルバム楽しく聴いております。ＣＤ版はいいですね、タイトルと目次が瞬時に出るので使いやす

いです。                                 橋詰 清嗣さんより 

＊ デイジ－で沢山の図書が聴けてとても良かった。             藤野 高明さんより 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デイジー班より 

デイジー図書の３月現在の登録リスナ

ーは９９名おられます。また単行図書の

デイジー版は３月現在完成図書が５冊、

編集中が６冊です。６月頃リスナーに通

知し順次貸し出す予定です 

ことばの花束より 

２０年度の新刊登録は１８冊です。

テープ数は７５本 

そのうち分類別では日本の小説が

１１冊でした。 

発送は  約３７０冊 

発送本数は約１,９８０本でした。 

単行図書だより 

こすもすより 

「単行図書検討会」について 

 

昨年 12 月の運営委員会で、「単行図書検討会」の立ち

上げを提案しました。今まで単行図書に関して十分話し

合う場がなかったことが、立ち上げの理由です。 

検討会のメンバーとしては、こすもすＧ２名、ことば

の花束Ｇ２名、本部役員１名を予定しています。こすも

すＧは単行図書の受け入れと登録を、ことばの花束Ｇは

リスナーさんへの発受を担当していますが、その作業を

通して感じている問題点は、①録音希望を出すリスナー

さんが限られていること、②録音希望図書の内容が専門

的すぎたり価格が高い場合があること、③団員が選書し

て録音する場合、リスナーさんの希望に応えているか疑

問であること、などです。単行図書に関する諸々の案件

を討議しながら、いっそう充実した単行図書をリスナー

さんにお届けできるよう、「単行図書検討会」の発足に向

けて準備をすすめていきたいと思います。  池内早苗 

 



                                             

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

                                        

花 時 計 

12月号 （神戸ＹＷＣＡ） 

・ 浦野ご兄弟へのインタビュー 

・ 柳井さんへのインタビュー 

・ 俵万智さんの短歌ご紹介 

1月号 （こすもす） 

・ 向田邦子作「父の詫び状」より お軽勘平 

・ 暮らしの手帖 ‘すてきなあなたに’より

「春を迎えて」 

・ 俵万智作「百人一酒」より「お屠蘇カクテル」

・ 野の花だより365日より「千両万両」 

・ 河合和子の旅便り「スペイン旅行 Ⅱ」 

・ 工藤直子作「でんせつあれこれ」より 

・ 暮らしの手帖 ‘すてきなあなたに’より 

       「冬のトマト」 

 

2月号 （ともしび） 

・ （財）大阪ボランティア協会 早瀬昇氏 

 リスナーとボランティアとの良好な関係を築くには 

・ 五木寛之著「心の天気図」より 

       芸術家のいない島から 

・ 池田あき子著「暮らしの哲学」より 

        変人道まっしぐら 

        アンチエイジだなんて 

 

3月号 （ことばの花束） 

・ 長野県 安曇野ちひろ美術館を訪ねて 

・ 吉本ばなな著「人生のたびを行く吉本ばなな」 

木村ひろしの詩を3編 

・ 豊岡市の兵庫県立コウノトリの郷公園 

・ ギアナ高地を訪ねて 

・ 春は旅立ちの季節 おもいでのアルバム 

・頭の引き出しがはみ出てしまう程何度も聴いてい

ます。ご兄弟の話、ホロリとさせられました。色々

な方がおられますが皆さん頑張っておられますね。

１年間ありがとうございました。   島貫さん 

・4月に「日本クラウン」よりデビューしました。 

ご兄弟でお店を出され演奏活動されているお話素敵

です。二人の伴奏で歌うことが出来たら良いな。 

腹話術は技術ですね誰にでも出来ることではあり 

ませんよね。      鈴木美智子さん 

・お軽勘平 楽しく聴きました。戦前の

東京のお正月の風景を聴き、今と大きな

違いを感じました。年始の挨拶とかお正

月に人を呼んでご馳走するとか、ずいぶ

ん少なくなってお正月らしさや風情を感

じることが無くなり、日本の風習が少し

ずつ消えていくのかなと、幾分寂しく思

います。      籠谷賢治さん 

  松本民雄さん 鈴木美智子さん 

・数年前にコウノトリの郷公園に行きました。

その時にカタカタと嘴を鳴らしてコミュニケー

ションをとるクラッタリングを聞きました。

ちひろ美術館は見学の時に説明をしてくれたり

触らせてもらえたり出来ますか。松本さん 

・コウノトリの飼育をされた方のご苦労は大変

だったでしょうね。      宅和節子さん 

・思い出のアルバムを聴き今は３児の母になっ

ている孫の幼稚園の時を思い出しました。懐か

し思い出が次々巡ってきました。 島貫さん 

・月に一度老人ホームへ行って音楽

演奏をしています。私が出来るボラ

ンティアだと思い頑張っています。

ホームの方達が楽しみに待ってく

れていると思うと張り合いがあり

ます。  松本民雄さん 


